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量は，その最小値，最大値および平均値の何
れからみても，前者の2倍余りのものになって
いるのである。このことは，甚だ注目すべき
検査成績である。というのは，これは，両歯
石の間にこうした硫黄含量の違いを生ずるの
は何故であるかとの疑問を，投げかけること
になるだけではなく，歯肉縁下歯石の発生機序
の究明に関しても，重要な意義のあるものでは
ないかと，考えられるからである。
歯石の形成機序には，まだよく判からない点もあ
るが，歯肉縁上歯石の方は，その形成に唾液が大き
く関与するものであると，考えられており，歯肉縁下
歯石の方は，唾液とは全く無関係なものであると，
考えられている。こうした従来の歯石の形成機序
に関する定説からみれば，歯肉縁上歯石と歯肉縁下
歯石との間には，その形成機序に関して，大きな違い
のあることが，はっきりしている。
本篇の研究成績において，この2つの歯石の硫黄含
量に大きな差異のあることが認められたのは，明か
に上記した定説を裏付けるものであると，いってよ
い。
ところで，この2つの歯石の硫黄含量の差異の内容
を再検討すると，それには，非常に注目すべき特殊
性がある。それは，歯肉縁下歯石の方が，歯肉縁
上歯石よりも硫黄を多量に含んでいるということで
ある。
してみると，歯肉縁上歯石即ち平素唾液に洗われ
ている部位に生ずる歯石は，唾液と接触のない部位
に形成される歯石(歯肉縁下歯石)よりも硫黄の含量
が遙かに少ないものであることが，確かめられたの
である。
唾液の中には，食物の残津，微生物および細胞成
分などの異物が，含まれている筈であり，これらの來
雑物は，いずれも硫黄を含む可能性が大きいもので
あると，考えられる。すると，上記した2つの歯石
が，仮りに同一機序によって生ずるものであるとす
れば，平素唾液で洗われている部位に形成される歯
石，即ち，歯肉縁上歯石の中には，口腔内にある唾液
とは全く接触しない箇所に形成される歯肉縁下歯石
よりも，硫黄が遥かに多量に含まれている筈である
と，考えなければならない。
ところが，上記したろうに，著者の歯石の硫黄含量
に関する研究成績においては，事実は全く逆である
ことが，確かめられているのである。従って，著者
の歯石の硫黄定量に関する研究成績によれば，歯肉縁
波
上歯石と歯肉縁下歯石との間では，単に定量値の大
きさの関係だけからではなく，定量値を内容的に吟
味しても，その形成機序は非常に大きく違っている
筈であると，いい切ることができる。
だが，その形成機序の違いが，どのような内容のも
のであるかについては，少くも著者が行なった硫黄
含量の定量に関する研究成績の範囲内においては，こ
れを充分に究明する根拠がない。従って，この点
の詳細については，その解決をなお今後の研究に俟
たなければならない。
以上のように，本篇の研究においては，歯肉
縁下歯石の硫黄含量が，歯肉縁上歯石の倍以上
になっているという事実が，はっきりと確か
められた結果，歯肉縁下歯石の発生機序は，歯
肉縁上歯石の場合とは全く違うものであるこ
とが，立証されたのである。
ところで，本篇の研究に使われた歯石は，さ
きに述べておいたように，45名の歯槽膿漏症患
者から抜去した歯牙のものであり，それは年
令が30～64才のものとなっている。これま
での処では，歯石の形成は年令と関係がある
もののように，みている人もある。そうした
関係上，本篇の研究成績についても，前記した
硫黄の定量値をなお念のために，年令別に吟
味しておこうと，思う。それには，便宜上，
被検試料(歯石)を，30才代，40才代，50才代，
60才代のものに分け，観察を試みることにす
る。
著者の被検試料は，30才代のものが，10例あ
って，その硫黄含量の平均は0.179％であり，
40才代のものは12例で，その硫黄含量は平均
0.183％となっており，50才代のものは19例で
あって，その硫黄含量の平均は0.167％、60才
代のものは4例で，その硫黄含量の平均値は，
0.151％となっている。
してみると，歯肉縁下歯石の硫黄含量は，歯
石の持ち主の年令が増えると，次第に減少し
て行くものであると，認められる。
第1報の歯肉縁上歯石についても，その中の硫黄含
量は，年令が進むに従い，次第にやや減少している
ことが，認められている。すると，歯石は，その付
着部位の如何を問わず，年をとれば，次第に硫黄含
量の低下を来たすものであると，考えられる。
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このことは，歯石の形成機序の究明に関して，恐ら
く相当な意義があるものではないかと，思われる節
がある。
この研究に供された歯石は，試料の被採取者
の性別からみると，男女がほぼ同数になって
いる。
そこで，その検査成績を改めて男女別に吟
味してみると，男性の歯肉縁下歯石の硫黄含量
は，0.091～0.240％で，その平均値は0.165％
となっているが，女性のものの硫黄の含量は，
0.091～0.251％であって，その平均は0.181％
となっている。
してみると，歯石縁下歯石の硫黄含量は，そ
の測定成績の中の最大値および平均値の何れ
からみても，女性のものが男性より大きくな
っていると，いわなければならない。
ところで，歯肉縁上歯石については，第1報の中に
記載しておいたように，硫黄の含量は，男性のものの
方が女性よりも大きい。してみると，その検査成
績は，本篇の歯肉縁下歯石の場合と全く逆の形にな
っているわけである。
こうした2つの歯石の間の硫黄含量の違いが，果た
して何を意味するものであるかとの問題は，非常に
興味が深いものであると，考えられる。といって
も，その点の究明は今後の研究に俟たなければなら
ない。
前報の歯肉縁上歯石については，歯石の色調
の違いが硫黄含量の多寡と因果関係を持って
いることが，確かめられている。そこで，本
篇の研究試料である歯肉縁下歯石についても，
色調の如何と硫黄含量との関係を念のため吟
味検討しようとした。ところが，この歯石の
色調の実際は，表の中にも記載されているよう
に，非常に多種多様であり，全くバラバラの
格好になっていて，比較的多いものだけを拾
ってみても，黄褐色，黒褐色，帯緑灰色，帯褐
灰色，帯緑黄色，黄緑色、帯緑褐色，緑褐色，
帯黄褐色などの色がある。而かも，これら
の色調の違いと硫黄の含量とを相互につき合
わせてみたところ，そのそれぞれのものの間に
は，特定の関係を認めることが，全くできな
かった。従って，歯肉縁下歯石については，
その硫黄含量の多寡は，歯石の色調の如何から
は殆んど全く推定できないものであると，い
わなければならない。こうした点も亦，歯肉
縁下歯石が歯肉縁上歯石とは大きく違う内容
のものであることを物語る所であると，解さ
れる。
なお，著者の取扱った歯肉縁下歯石の肉眼所見の吟
味に当っては，この歯石については，歯牙への付着の
状況からみて，これを2群に分類できるのではない
かとの考えが，抱かれた。その1群は，歯肉縁下の
ほぼ全域に亘って，歯石が比較的薄く付着している
型のものであって，これは，色が暗色または黒味勝
ったものとなっており，特に硬いようである。第
2の群は，歯牙への付着が甚だ不平等であり，しば
しば塊状の格好となり，その1部に厚く付着してい
る型のものであって，これは，色が灰色または淡色
であることが多く，やや軟かいものもある。
こうした意味合いの分類法は，これまでの文献にお
いては，全く記載がない。従って，こうした分類
法は，全く新しいものであると，いえる。
そこで，著者はなお念のために，この分類法によ
って被検試料(歯石)を再検討してみた。その結果
によると，第1群のものは22例，第2群のものは23
例となっていることが，判った。更に進んで，こ
の分類からみた硫黄含量の如何を調べてみると，第
1群のものは，硫黄含量が0.129～0.240%であり，
その平均は0.184％となっていて，第2群のものにお
いては，0.126～0.251％で，その平均は0.168％とな
っている。
してみると，著者の分類法による第1群の歯石の硫
黄含量は，どうやら第2群のものよりも明かに多い
のではないかと，思われる。
なお，本篇研究の被検試料即ち歯肉縁下歯
石は，さきにも述べておいたように，歯槽膿漏
歯から採取されたものである。而かも，こ
の歯石の形成にも，多分歯槽膿漏が大きく関
与しているであろうと，思われている。して
みると，本篇の歯石についての研究成績も亦，
是非とも歯牙の膿漏症の程度別に吟味をして
おかなければならないと，考えられる。
そこで，歯石の付着していた歯牙の所有者の
膿漏の程度如何を吟味すると，いずれも膿漏
症が高度であって,P3のものが25例,P4のも
のが20例となっている。この両群のものの
硫黄含量をそれぞれ別箇に調べてみると,P3
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の方は，0.126～0.251％，平均0.174％であっ
て,P4の方は,0.129～0.236%,平均0.179%
となっている。
してみると，この歯石の硫黄含量も亦，どう
やら歯槽膿漏症が高度化するに従って，次第
に増えるのではないかと，考えられる。こ
総
本篇の研究においては，歯槽膿漏症の患者の
抜去歯から採取した歯肉縁下歯石を試料とし
て，硫黄定量が行なわれ，その定量成績を審
わしく紹介するとともに，歯石を採取した患
者の年令，性別および歯槽膿漏症の程度如何
などの因果関係が，吟味検討されている。
この研究に供された歯牙は，計45名の歯槽膿漏患
者から抜去されたものであって，歯牙を抜去した患
者の年令は，30～64才に亘っており，男女ほぼ同数
で，膿漏の程度如何からみると，それはP3とP4のも
のになっている。
硫黄の定量には，強リン酸によるミクロ定量
法が使われ，その定量は，個々の歯牙別に行
なわれた。この硫黄定量成績およびその成
績を吟味した考察の中から，主要なものを摘
録すると，次のようである。
1．歯肉縁下歯石の中に含まれている硫黄の
量は，0.091～0.251%の区域内にあって，その
平均は0.172％となっていることが，確かめら
れた。
第1報に記載したように，歯肉縁上歯石の硫黄含量
は，0.059～0.109％であって，その平均は0.083％と
なっているから，本編の研究試料である歯肉縁下歯石
の硫黄含量は，その最小値，最大値および平均値の
何れからみても，前者の2倍余りのものになっている
と，いえる。
2．こうした著者の研究成績からみても，歯
肉縁下歯石の発生(形成)機序は，歯肉縁上歯石
の場合とは全く違うものであると，いうこと
ができる。
3．上記した硫黄定量の成績は，男女別に観
察すると，男性のものは，0.091～0.240％であ
り，その平均は0.165％となっているが，女性
波
れとほぼ同じ傾向は，さきに報告した歯肉縁
上歯石の硫黄含量に関する研究においても，認
められている所である。してみると，このこ
とは，歯石の形成(発現)機序に関しても，恐ら
く重要な意義があるものではないかと，考え
られる節がある。
括
のものは，0.091～0.251％であって，その平均
は0.181％になっている。
してみると，この歯石については，女性のものの硫
黄含量は，恐らく男性より多いのではないかと，考
えなければならない。
ところが，第1報の被検試料の歯肉縁上歯石につい
ては，これと全く逆の検査成績が現われている。
すると，こうした硫黄含量の性的差異のみられること
も亦，非常に興味が深いものであって，両歯石の形
成機序の違いを解く鍵の1つになるものではないか
と，考えられる節がある。
4．歯石付着の歯石を抜去した患者の年令関
係について吟味してみると，年令が30代のも
のでは，その歯石の硫黄含量の平均は0.179％
で，40代のものは0.183％であり，50代のもの
は0.167％、60代のものは0.151%となってい
る。
してみると，歯肉縁下歯石についても，その硫黄含
量は，これを付着していた歯牙の持ち主の年令が進
むに従い，次第にやや減少して行くものではないか
と，思われる。
5．この歯石は，その色調が頗る多種多様で
あり，色調と硫黄含量との関係を充分に吟味
することが，不可能であった。
だが，よく観察してみた処，それには，歯石
が薄くほぼ平等に付着しているものと，それ
が厚く不平等で，しばしば塊状の形になって
付着しているものとの2群が，あるのではない
かと，考えられた。念のために，この両群の
ものについて，硫黄含量をそれぞれ別個に吟
味してみたところ，第1群のものの硫黄の含有
量は，第2群のものより明かに多いのではな
いかと，思われた。
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